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ま
で
の
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組
経
過
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１   

外
国
籍
・
外
国
に
つ
な
が
る

児
童
生
徒
の
状
況

　

横
浜
市
に
外
国
籍
・
外
国
に
つ

な
が
る
住
民
（
※
１
）
が
増
え
る

の
に
伴
っ
て
、
学
校
に
お
い
て
も

外
国
籍
・
外
国
に
つ
な
が
る
児
童

生
徒
（
以
下
「
外
国
籍
等
児
童
生

徒
」
と
い
う
。）
が
年
々
増
加
し

て
い
る
。
２
０
１
９
年
５
月
１
日

現
在
、
横
浜
市
立
の
小
・
中
・
義

務
教
育
学
校
４
８
８
校
に
は
、
１

０
３
の
国
と
つ
な
が
る
１
万
１
０

３
人
の
外
国
籍
等
児
童
生
徒
が

通
っ
て
い
る
。
こ
の
数
は
、
10
年

前
と
な
る
２
０
０
９
年
の
５
８
２

５
人
と
比
較
し
て
、
約
４
０
０
０

人
、
73
％
も
増
え
て
い
る
こ
と
に

な
る
（
図
１
）。
ま
た
、
横
浜
の

外
国
籍
等
児
童
生
徒
の
特
徴
と
し

て
、
日
本
国
籍
で
あ
っ
て
も
両
親

の
ど
ち
ら
か
が
日
本
人
で
あ
っ
た

り
、
海
外
で
育
っ
た
り
と
い
っ

た
、
外
国
に
つ
な
が
る
児
童
生
徒

の
増
加
が
著
し
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　

こ
う
し
た
外
国
に
つ
な
が
る
児

童
生
徒
１
万
１
０
３
人
の
う
ち
、

日
本
語
の
支
援
が
必
要
な
児
童
生

徒
（
Ｊ
Ｓ
Ｌ
（
※
２
、
図
２
）
レ

ベ
ル
５
未
満
）
は
、
２
０
１
９
年

５
月
１
日
現
在
、２
７
０
５
人（
約

27
％
）
在
籍
し
て
お
り
、
10
年
前

の
１
２
７
８
人
と
比
較
し
て
１
４

２
７
人
、
約
１
１
２
％
も
増
加
し

て
い
る
。
特
に
最
近
で
は
、
２
０

１
５
年
度
１
５
３
８
人
、
２
０
１

６
年
度
１
６
７
０
人
、
２
０
１
７

年
度
２
０
８
０
人
、
２
０
１
８
年

度
２
３
２
０
人
（
い
ず
れ
も
５
月

１
日
現
在
）
と
大
き
く
増
加
し
て

お
り
、
２
０
１
７
年
度
は
前
年
度

に
比
べ
、
４
１
０
人
（
約
25
％
）

増
加
し
た
（
図
３
）。
こ
れ
は
、

実
際
に
日
本
語
指
導
が
必
要
な
日

本
籍
児
童
生
徒
が
増
え
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
２
０
１
７
年
の
県
費

負
担
教
職
員
の
市
費
移
管
に
伴

い
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童

執
筆土

屋　

隆
史　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
小
中
学
校
企
画
課

主
任
指
導
主
事
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図１ 外国籍等児童生徒数（各年５月１日現在）
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図２　ＪＳＬ評価参照枠＜全体＞
ステージ 学齢期の子どもの在籍学級参加との関係 支援の段階

6
教科内容と関連したトピックについて理解し、積極的に
授業に参加できる

5
教科内容と関連したトピックについて理解し、授業にあ
る程度の支援を得て参加できる

4
日常的なトピックについて理解し、学級活動にある程度
参加できる

3
支援を得て、日常的なトピックについて理解し、学級活
動にも部分的にある程度参加できる

2 支援を得て、学校生活に必要な日本語の習得が進む

1 学校生活に必要な日本語の習得がはじまる

支援付き
自立学習
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個別学習
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初期支援
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27
生
徒
が
多
く
在
籍
す
る
学
校
へ
の

教
職
員
配
置
を
拡
充
し
た
こ
と
に

よ
り
、
児
童
生
徒
の
日
本
語
指
導

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
学
校
が
き

め
細
か
く
把
握
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
日
本
語
指
導
が
必

要
な
児
童
生
徒
の
増
加
と
国
際
教

室
（
※
３
）
担
当
教
員
の
配
置
基

準
の
変
更
に
よ
り
、
２
０
１
９
年

度
の
国
際
教
室
担
当
教
員
配
置
校

は
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
を
合

わ
せ
１
４
２
校
と
な
り
、
前
年
度

に
比
べ
21
校
（
約
17
％
）
増
加
し

た
。

　

な
お
、
区
別
に
み
る
と
、
外
国

に
つ
な
が
る
児
童
生
徒
数
は
、
鶴

見
区
、
南
区
、
中
区
の
３
区
が
特

に
多
い
。

２  

教
育
委
員
会
の
取
組
の
歴
史

（1） 

帰
国
児
童
生
徒
教
育
か
ら
外

国
籍
児
童
生
徒
教
育
へ

　

１
９
７
０
年
代
に
日
本
企
業
の

海
外
進
出
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
多
く
の
日
本
人
が
家
族

を
連
れ
、
海
外
で
の
仕
事
に
従
事

し
た
。
そ
の
影
響
か
ら
、
１
９
７

１
年
に
１
５
０
０
人
だ
っ
た
帰
国

児
童
生
徒
数
は
１
９
７
９
年
に
は

６
６
０
０
人
（
国
内
全
体
の
数

値
、
文
部
科
学
省
資
料
に
よ
る
）

に
急
増
し
、
こ
の
よ
う
な
児
童
生

徒
へ
の
対
応
は
新
た
な
教
育
課
題

の
一
つ
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
横
浜

市
で
は
、
１
９
８
１
年
か
ら
「
帰

国
子
女
教
育
専
任
教
諭
配
置
校
」

（
帰
国
児
童
生
徒
の
多
い
学
校
に

専
任
教
諭
を
配
置
し
、
当
該
児
童

生
徒
へ
の
支
援
や
市
内
の
帰
国
児

童
生
徒
教
育
の
先
導
的
役
割
を
担

う
学
校
）
や
「
日
本
語
回
復
教
室
」

（
帰
国
児
童
生
徒
の
日
本
語
能
力

の
回
復
、
日
本
文
化
の
学
習
を
目

的
に
実
施
）、「
海
外
転
出
入
子
女

教
育
相
談
コ
ー
ナ
ー
」（
帰
国
児

童
生
徒
及
び
外
国
転
出
入
児
童
生

徒
に
関
す
る
教
育
相
談
の
実
施
）

の
設
置
、
保
護
者
向
け
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
あ
る
「
帰
国
児
童
生
徒

教
育
ガ
イ
ド
」
の
配
付
を
開
始
し

た
。
ま
た
、
今
日
で
は
小
学
校
の

外
国
語
活
動
の
一
部
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
「
国
際
理
解
教
室
」

（
様
々
な
出
身
国
の
外
国
人
講
師

が
自
身
の
出
身
国
の
文
化
に
つ
い

て
英
語
で
行
う
授
業
）
も
、
帰
国

児
童
生
徒
を
受
け
入
れ
る
環
境
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
１
９
８
１
年

に
設
置
さ
れ
た
「
帰
国
子
女
教
育

実
践
推
進
校
」
に
お
い
て
開
始
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
市
立
東
高
校
で

は
１
９
８
２
年
度
入
学
者
選
抜
か

ら
帰
国
生
徒
特
別
募
集
を
開
始
す

る
と
と
も
に
、
帰
国
生
徒
教
育
担

当
職
員
を
配
置
し
、
入
学
後
の
教

科
学
習
支
援
や
生
活
・
教
育
相
談

等
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
１
９
８
２
年
か
ら
は
国

際
理
解
教
育
推
進
の
中
心
的
な
役

割
を
担
う
「
国
際
理
解
教
育
セ
ン

タ
ー
校
」
を
設
置
す
る
な
ど
取
組

を
進
め
て
お
り
、
文
部
科
学
省
に

よ
る
「
帰
国
子
女
教
育
の
手
引

き
」
作
成
が
１
９
８
６
年
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
横
浜
市
で
の

取
組
は
全
国
に
先
駆
け
て
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

１
９
８
０
年
代
始
め
に
帰
国
児

童
生
徒
へ
の
支
援
体
制
が
整
え
ら

れ
る
中
、
日
中
国
交
正
常
化
後
の

中
国
帰
国
者
の
子
ど
も
の
増
加
が

新
た
な
教
育
課
題
と
な
り
、
１
９

８
５
年
に
元
街
小
学
校
と
港
中
学

校
に
中
国
人
講
師
が
配
置
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
同
時
期

に
は
大
和
市
に
あ
っ
た
定
住
促
進

セ
ン
タ
ー
（
１
９
８
０
年
２
月
～

１
９
９
８
年
３
月
）
で
の
支
援
を

受
け
た
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
が
横
浜

市
内
（
特
に
泉
区
）
に
定
住
す
る

な
ど
し
、
帰
国
子
女
に
対
し
て
整

え
ら
れ
た
体
制
が
外
国
人
へ
の
支

援
に
も
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
、
１

９
８
６
年
に
は
帰
国
児
童
生
徒
を

対
象
と
し
て
い
た
「
日
本
語
回
復

教
室
」
を
「
日
本
語
回
復
学
級
」

に
名
称
変
更
し
、
日
本
語
を
初
め

て
使
う
児
童
生
徒
を
対
象
と
す
る

「
日
本
語
集
中
学
級
」（
入
学
前
に

一
定
期
間
日
本
語
指
導
、
学
校
生

活
の
体
験
を
受
講
）
と
「
巡
回
指

導
」（
集
中
学
級
に
通
級
で
き
な

い
場
合
の
学
校
へ
の
巡
回
に
よ
る

日
本
語
指
導
）
を
新
た
に
始
め
、

こ
の
３
つ
の
機
能
の
総
称
を
「
日

本
語
教
室
」
に
改
め
て
事
業
が
始

ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
１
９
８
６
年
に

は
、
児
童
生
徒
の
国
際
平
和
の
重

要
性
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
国

際
社
会
で
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ

と
を
実
践
し
よ
う
と
す
る
子
ど
も

た
ち
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
よ
こ
は
ま
子
ど
も
国
際
平

和
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
開
始
当
初
は

「
よ
こ
は
ま
子
ど
も
国
際
平
和

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」）
を
開
始
し

た
。
取
組
の
一
つ
で
あ
る
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
全
小
・
中
・

義
務
教
育
学
校
か
ら
毎
年
約
５
万

人
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
て
い

る
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
「
国

際
平
和
の
た
め
に
、
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
ス
ピ
ー

チ
が
行
わ
れ
る
が
、
外
国
に
つ
な

が
る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
つ
い
て
書

か
れ
た
も
の
や
、
外
国
に
つ
な
が

る
児
童
生
徒
が
自
身
の
体
験
を
も

と
に
し
た
も
の
な
ど
、
多
文
化
共

生
の
視
点
に
立
っ
た
ス
ピ
ー
チ
が

多
く
あ
り
、横
浜
市
が
目
指
す「
自

分
を
見
つ
め
、
多
様
性
を
尊
重

し
、
共
生
す
る
力
」
を
育
む
一
助

と
な
っ
て
い
る
。

※
１　

外
国
に
つ
な
が
る
住
民
（
児
童
生
徒
）

　

外
国
出
身
の
日
本
籍
住
民
。
両
親
の
ど
ち

ら
か
が
外
国
出
身
の
児
童
生
徒
。

※
２　

Ｊ
Ｓ
Ｌ

　

日
本
語
指
導
と
教
科
指
導
を
統
合
し
、

学
習
活
動
に
参
加
す
る
た
め
の
力
の
育
成
を

目
指
し
た
「
第
二
言
語
と
し
て
の
日
本
語
」

（Japanese as a second language

）
カ

リ
キ
ュラ
ム
。

※
３　

国
際
教
室

　

国
籍
問
わ
ず
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児

童
生
徒
が
５
人
以
上
在
籍
す
る
学
校
に
担

当
教
員
を
配
置
し
て
設
置
さ
れ
る
、
日
本
語

指
導
だ
け
で
な
く
教
科
指
導
、
生
活
適
応

指
導
等
を
行
う
教
室
。
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（2） 

外
国
籍
児
童
生
徒
教
育
か
ら

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生

徒
へ
の
支
援
へ

　

１
９
９
２
年
に
な
る
と
、
外
国

籍
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
た
め
に

担
当
教
員
が
配
置
さ
れ
る
「
国
際

教
室
」
の
設
置
が
始
ま
っ
た
（
後

述
の
教
職
員
人
件
費
の
市
費
移
管

ま
で
は
、
外
国
籍
で
日
本
語
指
導

が
必
要
な
児
童
生
徒
の
み
加
配
の

対
象
と
し
て
い
た
）。
当
時
、
教

職
員
の
人
件
費
は
神
奈
川
県
が
所

管
し
て
い
た
た
め
、
神
奈
川
県
全

体
で
こ
の
取
組
が
実
施
さ
れ
た
。

　

１
９
９
０
年
代
に
国
際
教
室
が

設
置
さ
れ
る
一
方
、
帰
国
児
童
生

徒
へ
の
対
応
が
一
段
落
し
た
た

め
、
１
９
９
８
年
に
「
日
本
語
回

復
学
級
教
室
」
が
、
２
０
０
１
年

に
は
「
帰
国
児
童
生
徒
教
育
専
任

教
諭
配
置
校
」
が
廃
止
さ
れ
た

（「
日
本
語
集
中
学
級
」
及
び
「
巡

回
指
導
」
は
継
続
）。
横
浜
市
教

育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
間

も
日
本
語
指
導
を
担
当
す
る
外
国

語
指
導
主
事
助
手
（Foreign 

Consultant

、
以
下
「
Ｆ
Ｃ
」
と

い
う
。）
の
雇
用
や
、
日
本
で
の

学
校
生
活
を
始
め
る
に
当
た
っ
て

の
留
意
事
項
な
ど
を
保
護
者
に
示

し
た
「
き
ょ
う
か
ら
は
ま
っ
子
」

や
「
学
校
用
語
・
通
知
文
対
訳
集
」

を
発
行
す
る
な
ど
、
各
校
で
の
支

援
を
後
押
し
す
る
取
組
が
行
わ
れ

た
。

　

２
０
０
６
年
に
な
る
と
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
に
よ
る
取
組

で
あ
る
「
母
語
を
用
い
た
学
習
支

援
推
進
校
」
と
「
学
校
通
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
を
開
始
し
た
。「
母

語
を
用
い
た
学
習
支
援
推
進
校
」

は
、
国
際
教
室
設
置
校
の
う
ち
、

学
習
支
援
推
進
校
と
し
て
委
嘱
さ

れ
た
学
校
が
、
児
童
生
徒
の
母
語

が
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携

し
、
教
科
学
習
の
支
援
を
行
う
も

の
だ
っ
た
。「
学
校
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
は
、
外
国
に
つ
な
が
る

児
童
生
徒
の
保
護
者
が
学
校
と
面

談
を
行
う
場
合
な
ど
に
通
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
も
の
で
、

横
浜
市
国
際
交
流
協
会
へ
の
委
託

に
よ
り
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
２
０
０
８
年
に
は
「
母
語

を
用
い
た
学
習
支
援
推
進
校
」
以

外
の
学
校
で
も
、
転
・
編
・
入
学

直
後
の
児
童
生
徒
が
学
校
に
適
応

す
る
た
め
の
支
援
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
連
携
し
て
行
う
「
母
語
を
用

い
た
初
期
適
応
支
援
」
を
開
始
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

協
働
す
る
に
当
た
っ
て
、
支
援
に

協
力
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
学
校
単
独
で
見
つ
け
る
こ
と
は

難
し
い
こ
と
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
紹
介
を
市
内
に
10
か
所
あ
る

国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
（
鶴
見
区
、

中
区
、
南
区
、
港
南
区
、
保
土
ケ

谷
区
、
金
沢
区
、
港
北
区
、
青
葉

区
、
都
筑
区
、
泉
区
）
及
び
横
浜

市
国
際
交
流
協
会
に
協
力
の
依
頼

を
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
で

は
、
学
校
と
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

の
円
滑
な
連
携
の
た
め
に
、
２
０

１
０
年
か
ら
は
毎
年
、
各
国
際
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
を
担
当
者
が
訪
問

し
、
連
携
を
深
め
る
た
め
の
協
議

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
国

際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
と
の
連
携
が
深

ま
り
、
一
部
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
あ

る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
教
育
委

員
会
担
当
者
が
直
接
意
見
交
換
す

る
会
を
設
け
て
い
る
。
こ
う
し
た

意
見
交
換
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、
徐
々
に

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
２
０
１

７
年
に
は
「
母
語
を
用
い
た
学
習

支
援
推
進
校
」
と
「
母
語
を
用
い

た
初
期
適
応
支
援
」
を
統
合
し
た

「
母
語
に
よ
る
初
期
適
応
・
学
習

支
援
事
業
」
を
実
施
す
る
に
至
っ

て
い
る
。

　

国
際
教
室
担
当
教
員
は
日
本
語

指
導
の
経
験
が
あ
る
教
員
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
２
０
１
０
年
に

は
、
国
際
教
室
担
当
教
員
等
が
日

本
語
指
導
に
つ
い
て
学
ぶ
場
で
あ

る
「
日
本
語
指
導
者
養
成
講
座
」

を
開
講
し
て
い
る
。
２
０
１
７
年

に
は
国
際
教
室
担
当
教
員
の
経
験

が
長
い
教
員
向
け
の
「
日
本
語
指

導
者
養
成
上
級
講
座
」、
２
０
１

８
年
に
は
「
日
本
語
指
導
者
養
成

中
級
講
座
」
を
開
講
し
、
教
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
や
学
習
し
た

い
内
容
に
応
じ
て
研
修
を
受
講
で

き
る
体
制
を
整
え
た
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
７
年
に
は
、

既
存
の
新
任
校
長
研
修
と
新
任
副

校
長
研
修
の
中
に
外
国
に
つ
な
が

る
児
童
生
徒
に
対
す
る
理
解
と
学

校
全
体
で
支
援
す
る
た
め
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
関
す
る
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
。
両
研
修
で
は
、
教
育
委
員

会
が
提
供
し
て
い
る
支
援
の
紹
介

だ
け
で
な
く
、
横
浜
市
に
お
い
て

校
長
と
し
て
多
文
化
共
生
の
学
校

づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
経
験
の
あ

る
大
学
教
授
を
講
師
と
し
て
招

き
、
学
校
全
体
で
ど
の
よ
う
に
支

援
体
制
を
構
築
す
る
か
な
ど
の
研

修
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
経
験
の

浅
い
教
職
員
が
対
象
と
な
る
「
初

任
者
研
修
」
や
「
採
用
前
研
修
」、

「
臨
時
的
任
用
職
員
及
び
非
常
勤

講
師
研
修
」
の
中
で
も
外
国
に
つ

な
が
る
児
童
生
徒
に
関
す
る
内
容

を
取
り
上
げ
、
様
々
な
角
度
か
ら

理
解
促
進
を
図
っ
た
。

　

２
０
１
４
年
１
月
に
は
文
部
科

学
省
か
ら
「
学
校
教
育
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
等
の

施
行
に
つ
い
て
（
通
知
）」
が
発

出
さ
れ
、
外
国
に
つ
な
が
る
児
童

生
徒
の
日
本
語
指
導
に
関
し
て
、

「
特
別
の
教
育
課
程
」
が
編
成
で

き
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
語
指
導

を
教
育
課
程
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、「
特
別
の
教
育
課
程
」
を
編

成
す
る
児
童
生
徒
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
に
応
じ
た
「
個
別
の
指
導
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計
画
」
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
は

国
際
教
室
担
当
教
員
配
置
校
で
こ

れ
を
導
入
し
た
。
そ
の
後
、
２
０

１
５
年
９
月
に
は
「
個
別
の
指
導

計
画
（
横
浜
版
）」
等
の
様
式
を

作
成
し
、
全
校
に
導
入
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

研
修
以
外
の
学
校
へ
の
支
援
と

し
て
は
、
前
述
の
外
国
に
つ
な
が

る
児
童
生
徒
の
受
入
れ
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
よ
う
こ
そ
横
浜

の
学
校
へ
」（
２
０
１
３
年
）
の

作
成
（h

ttp
://w

w
w

.city
.

y
o

k
o

h
a

m
a

.lg
.jp

/
la

n
g

/
residents/en/living/kyoiku/
nihongoshido-tebiki/

）
が
挙
げ

ら
れ
る
。「
よ
う
こ
そ
横
浜
の
学

校
へ
」
は
、「
Ⅰ
日
本
語
指
導
が

必
要
な
児
童
生
徒
受
入
れ
の
手
引

き
」、「
Ⅱ
学
校
通
知
文
・
用
語
対

訳
集
」、「
Ⅲ
保
護
者
の
方
へ
」
の

３
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

う
ち
、
保
護
者
へ
の
対
応
に
使
用

す
る
「
Ⅱ
学
校
通
知
文
・
用
語
対

訳
集
」、「
Ⅲ
保
護
者
の
方
へ
」
が

外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
当
初
、
４
か
国
語
（
中
国

語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
タ
ガ

ロ
グ
語
）
だ
っ
た
が
、
翌
年
に
３

か
国
語
（
ベ
ト
ナ
ム
語
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
、
韓
国
・
朝
鮮
語
）
を
追

加
し
、７
か
国
語
対
応
と
な
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
２
０
１
６
年
に

は
８
か
国
語（
日
本
語
、
中
国
語
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

英
語
、
韓
国
・
朝
鮮
語
、
ベ
ト
ナ

ム
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
に
対
応

し
た
学
校
生
活
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
見

て
み
よ
う
！
横
浜
の
学
校
」（
制

作
：T

O
M

O
RU

～
外
国
に
つ
な

が
る
神
奈
川
っ
子
教
育
支
援
）
を

国
際
教
室
担
当
教
員
配
置
校
に
配

付
、
翌
２
０
１
７
年
に
は
国
際
教

室
担
当
教
員
配
置
校
以
外
に
も
配

付
し
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
８

年
に
は
文
部
科
学
省
か
ら
の
依
頼

に
よ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
話
し
か

け
る
と
日
本
語
と
外
国
語
（
音
声

翻
訳
11
言
語
、
テ
キ
ス
ト
翻
訳
30

言
語
対
応
（
２
０
１
８
年
８
月
現

在
））
と
の
相
互
翻
訳
が
で
き
る

多
言
語
翻
訳
ア
プ
リ
「V

oice 
Biz

」
の
活
用
を
始
め
、
授
業
内

外
で
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
証

を
実
施
し
た
。

　

国
際
教
室
担
当
教
員
の
配
置
に

つ
い
て
は
、
２
０
１
３
年
度
か

ら
、
神
奈
川
県
の
配
置
基
準
で
あ

る
「
外
国
籍
で
日
本
語
指
導
が
必

要
な
児
童
生
徒
が
５
人
で
１
人
加

配
、
20
人
以
上
で
２
人
加
配
」
に

加
え
て
、
市
費
に
よ
る
教
員
配
置

を
行
っ
た
。
神
奈
川
県
の
基
準
で

は
、
20
人
を
大
き
く
上
回
る
数
の

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒

を
抱
え
る
学
校
で
の
対
応
が
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
日
本
語
指

導
が
必
要
な
児
童
生
徒
支
援
非
常

勤
講
師
」
と
児
童
生
徒
の
母
語
と

日
本
語
が
で
き
る
「
外
国
語
補
助

指
導
員
」
を
配
置
し
、
学
校
で
の

人
的
支
援
を
手
厚
く
す
る
と
と
も

に
教
育
委
員
会
内
に
Ｆ
Ｃ
を
１
名

増
員
し
た
（
中
国
語
対
応
）。
ま

た
、
同
年
か
ら
は
横
浜
東
部
地
区

に
在
籍
す
る
外
国
に
つ
な
が
る
児

童
生
徒
を
対
象
と
し
た
夏
季
学
習

会
を
開
催
し
、
支
援
を
行
っ
て
い

る
。 

　

２
０
１
７
年
に
教
職
員
人
件
費

が
県
費
か
ら
市
費
へ
と
移
管
さ
れ

る
と
、「
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど

複
雑
・
多
様
化
す
る
課
題
に
対
応

す
る
た
め
の
体
制
強
化
」、「
小
中

一
貫
教
育
の
更
な
る
推
進
や
き
め

細
か
な
指
導
体
制
の
整
備
」、「
児

童
生
徒
の
発
達
に
適
し
た
学
習
環

境
の
充
実
」
と
並
び
、「
日
本
語

指
導
の
必
要
な
児
童
生
徒
へ
の
支

援
」
が
本
市
の
特
性
や
教
育
施
策

に
応
じ
た
教
職
員
配
置
の
拡
充
の

項
目
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
ま
で
「
外
国
籍
で
日
本
語
指
導

が
必
要
な
児
童
生
徒
」
を
対
象
と

し
て
い
た
国
際
教
室
担
当
教
員
の

配
置
基
準
を
国
籍
に
関
係
な
く

「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生

徒
」
を
対
象
と
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
２
０
１

６
年
に
80
校
だ
っ
た
国
際
教
室
担

当
教
員
配
置
校
は
、
翌
年
１
０
９

校
ま
で
増
加
し
た
。
さ
ら
に
、
横

浜
市
で
初
め
て
日
本
語
指
導
を
専

門
と
す
る
指
導
主
事
を
配
置
し
、

学
校
へ
の
指
導
・
助
言
機
能
を
強

化
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
９
月
に
は
「
日
本

語
支
援
拠
点
施
設 

ひ
ま
わ
り
」

を
開
設
し
た
。
こ
れ
は
市
内
小
・

中
・
義
務
教
育
学
校
に
在
籍
す
る

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒

の
急
増
や
、
そ
れ
に
伴
う
諸
課
題

を
受
け
、
統
廃
合
に
よ
っ
て
で
き

た
学
校
用
地
に
新
た
に
設
置
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
語
教

室
の
５
つ
目
の
集
中
教
室
で
あ
る

「
横
浜
𠮷
田
教
室
」
を
施
設
内
に

開
設
し
た
。
同
施
設
の
取
組
の
詳

細
は
30
ペ
ー
ジ
の
記
事
を
参
照
い

た
だ
き
た
い
。

　

２
０
１
９
年
５
月
、
横
浜
市
立

の
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
に
在

籍
す
る
外
国
に
つ
な
が
る
児
童
生

徒
が
１
万
１
０
３
人
と
な
り
、
つ

い
に
１
万
人
を
超
え
た
。

　

以
上
、
教
育
分
野
に
お
け
る
取

組
経
過
に
つ
い
て
お
伝
え
を
し
て

き
た
。
引
き
続
き
、
来
日
間
も
な

い
外
国
籍
等
児
童
生
徒
及
び
保
護

者
の
不
安
を
軽
減
し
、
で
き
る
だ

け
早
く
学
校
生
活
に
適
応
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
学
校

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
た

い
。


